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議 員 派 遣 結 果 報 告 書 

 

 

 平成３０年５月７日に決定された議員派遣について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 派遣名 議会報告会 

２ 目 的 智頭町議会基本条例第５条の規定に基づく議会報告会 

３ 派遣場所及び期間 

（１）智頭町新見 225 番地 2 「富沢地区公民館」平成３０年５月２３日 

（２）智頭町大背 205 番地  「那岐地区公民館」平成３０年５月２４日 

（３）智頭町埴師 54 番地   「土師地区公民館」平成３０年５月２５日 

４ 概 要 

  別紙１～３のとおり 



別紙１ 

平成３０年度議会報告会結果概要（富沢地区） 

 

１ 日  時 平成３０年５月２３日（水） 

２ 出席議員 谷口、酒本、河村、安道、中野 ５人 

３ 参加者数 １５人 

４ 概  要 

（１）質疑応答 

火葬場について 

意見 ・特別委員会を作られるのはいいことだと思う。 

・根本的におかしい。智頭町は単独でいきる町。鳥取に頭を下げて入るの 

 はおかしい。地元にないと不便。図書館より火葬場が大事ではないか。 

・住民アンケートをとるべきだ。煙の出ない火葬場もある。 

・極力存続をしてほしい。 

・修理や改築、東部広域に出たらいくらかかるということを具体的に町民 

に教えてほしい。１日で葬儀が終らないこともあると聞いた。こういう 

ことも住民に知らせて判断をあおいでほしい。 

（→執行部資料をもとに説明） 

・佐治の奥の人はどんなだろう。 

・もう少し詳しい説明をしてほしい。出るありきでの説明だったように思 

う。 

      ・今のところ、因幡霊園は遺体がいっぱいで火葬を明日にしてということ 

を聞いたことはない。しかし今後、高齢化によって、もっと込むことも 

予想される。 

      ・火葬を担っている職員の管理の問題もあるのでは。百人委員会 生活環 

境部会に田中さんが入っておられたことがあり、火葬場について、業務 

委託という方法もあるのではと話された。 

      ・存続させる方向もあると思う。 

 

問 東部広域に出るという判断は、試算をされて、安いから出るという方向なの 

か。 

答 築５０年を超え、炉の修繕も限界である。町長判断だ。 

 

問  個人負担は高くなるのか。霊柩車の費用や遺族の負担はいくらか。 

答 執行部は 25,000 円高くなると言っている。 

 

問  一番いいのは住民投票がはっきりする。議会はどう思っているのか。 

答 判断材料がとぼしいため、現在調査特別委員会を作り、調査している最中だ。 

今日は議会としての意見を言わない。 



健康寿命関連について 

意見 ・がんの死亡率が、鳥取県は高い。長野県、山梨県では、塩分を控えてが 

んの予防を成功させている。智頭も行ってはどうか。 

 

育みの郷について 

意見 ・事業自体をやっていいのか疑問に思う。 

・オープンされたとしても、３人の年齢からして存続できるのか。後継者 

があるのか。利用率の問題もある。将来につけがのこることはやめてほ 

しい。 

 

問 ３月の定例会で育みの郷について否決されたが、詳しく教えてほしい。 

答 育みの郷に関しては、予算は大きく分けて３つに分かれる。 

１つは施設改修 ２つは備品購入 ３つは運営。このたび運営費以外は時期 

尚早とした。 

 

問 否決ではないのか。 

答 否決ではなく、修正だ。 

 

問 中原の建物は直すのか。 

答 今回、施設修繕ははずしている 

 

議会の一般質問について（傍聴に関して） 

意見 ・一般質問の録画を見ているが、町長のマイクの方向がよそを向いてお 

り、声が聞こえない。マイクを高感度なものにして欲しい。 

 

問 議会を傍聴していると答弁がいつも町長だ。病院事業の答弁も事業管理者が 

いるのに町長だった。各セクションの意見も聞いてはどうか。 

答 各担当課長より、町長答弁の方がはるかに重たい。課長は最高責任者ではな 

い。 

答 一般質問 掘り下げろということだと思うが、質問者の資質だと思う。 

 

農業について 

問 今後の農業・林業のありかたについて智頭町としてはどう取り組む方向か。 

今後の智頭の農業はどうなるのか心配だ。 

答 集落営農 地区営農の方向。減反制度が廃止され、作付けが増えるかと思い 

きや、それほどでもなかった。 

 

 

 



介護施設について 

問 今後高齢者が増える。心和苑の施設を大きくしていくという話はないのか。 

答 介護保険料にひびくため、大きくしたり、増やしたりできない。 

 

バスについて 

問 今年度バスを購入するが、大型ではなく中型という考えはないのか。スクー 

ルバスにして、生徒がいない地区は小さいバスにするという考えは。 

答 現在、山形、那岐の朝のバスは満席でいっぱいだ。ちなみに購入するバスの 

種類は中型である。 

 

（２）要望・提案 

健康寿命関連について 

高齢化が進み対策が重要だ。健康に対する運動など、協力に進めてほしい。 

 

育みの郷について 

将来につけが残ることはやめてほしい。 

 

農業について 

農業についてアンケート調査を行ったが、その結果を多くの住民に知らせて、有 

効に活かして欲しい。 

 

  



別紙２ 

平成３０年度議会報告会結果概要（那岐地区） 

 

１ 日  時 平成３０年５月２４日（木） 

２ 出席議員 大藤、酒本、河村、安道、中野 ５人 

３ 参加者数 ２５人 

４ 概  要 

（１）質疑応答 

火葬場について 

意見 ・これから先のことを考えると、早く加入した方がいいのかなと思う。 

・今の場所に建てる、建てないにしても、住民の意見を聞いて、最終的に 

は住民投票をしてほしい。お金だけでなく、時間的なことも考えてほし 

い。 

・子どもたちの負担にならないことを願っている。 

・那岐から火葬場に行くのと、智頭から行くのと距離的に違う。マイクロ 

バスを借りたりするのも経費がかかる。小さいことだけど、費用を考え 

る。絶対ここから火葬をしてほしい。 

・町は東部広域に出るありきの説明だった。ここ（那岐）で生きたら、こ 

こ（智頭）で葬ってほしい。 

・南方のごみ消却場に火葬場を建設してはどうか。 

・中学校や保育園に大きな建物を建て、火葬場は改築しないとはどういう 

ことかと思う。 

・若い者の意見を聞いてほしい。 

・使用料、かかる経費、広域に出ると加入金はいくら。というわかりやす 

く、一目でわかる資料を作ってほしい。 

・火葬場は長期財政計画に入ってない。今更だと思う。計画が完全に遅い。 

 

問 火葬場の件は、議会としてどちらの方向か。 

答 現在議会は調査特別委員会を作り、研究している。 

 

智頭の人口について 

意見 ・智頭町の働き盛りの若者は増えてるのか、減ってるのか。帰って来ても 

何もない。職がないと暮らしていけない。町営のしいたけ栽培とか、工 

場、温泉施設などできないものか。 

・他県で、シングルマザーが住みやすい町に取り組んでいる町があると聞 

いた。シングルマザーには子どももおり、人口も増えるのでは。若者だ 

けでなく、老人が住みやすい町を目ざすとか、考えてはどうか。 

 

 



図書館の建設について 

問 図書館の建設場所が、すぎっこバスの回し場所と聞いた。今後バスの停車は 

どこにするのか。 

答 智頭病院正面玄関のロータリーでバスをまわし、智頭病院側のふれあい橋の 

たもとにバスを置く場所を作っている。 

 

智頭Ｄｅｅｒ’ｓについて 

意見 ・鹿の捕獲頭数が減って継続できないということがないようにしてあげて 

ほしい。 

 

問 解体できるのは鹿だけと聞いた。イノシシは持ち込めないのか。彼（事業者） 

  は生活していけるのか。 

答 できたばかりで、詳しいことはわからない。部位によって価格が違うが、町 

内の飲食店や若桜でも販売している。また、イノシシは雑菌の関係で解体で 

きない。 

 

智頭病院について 

問 智頭病院の経営状況は。 

答 訪問歯科を手厚くした。 

 

子どもの貧困について 

問 子どもの貧困格差は智頭でもあるのか。 

答 こども食堂を開設し、対応している。 

 

子どものスポーツ支援について 

問 智頭小、中学校において、徐々に活動できるスポーツの種類が減ってきてい 

るように思う。学校に関わる指導者を支援する受皿が足らないのではないか。 

答 スポねっと智頭で支援している。また、智頭町トップアスリート事業も行っ 

ている。 

 

ホンモノの農産物づくりについて 

問 ホンモノの農産物づくり支援事業具体的にどんな内容か。 

答 原木しいたけ生産者を増やしたり、五月田の共生の里事業の補助金や自然栽 

培の新規就農者支援、智頭の特産物生産者拡大支援などだ。 

 

観光振興の推進について 

意見 ・有名な専門家を呼ぶとか、町民から幅広く意見を聞いたらどうか。 

 

 



（２）要望・提案 

道路愛護について 

町道だけを対象にする意味合いがあるか。本気で町をきれいにするのならば、町 

道に区切らず進めるべき。 

 

ゆめが丘団地について 

若い人になじむような家の建て方を検討できないものか。また、中途半端で終ら 

せず、せめて４０軒くらいの家が建ち、１つの村ができるくらいまで移住を進め 

てほしい。 

 

住宅改修について 

住宅改修助成事業良いので続けて（復活して）ほしい。 

 

ふるさと整備土木事業について 

早瀬が今年申請したが不採択だった。申請した箇所は、森のようちえんが拠点に 

している場所で、もしも落石があったら子どもが危ない。再度検討してほしい。 

 

智頭駅について 

４月から智頭駅の駅員さんが、１８時を過ぎたら不在となる。智頭は利便性が悪 

いうえ、よく雨で運休する。どこに連絡したらいいのかも書いてない。終電にな 

るまでは駅員さんにいてほしい。 

 

子どものスポーツ支援について 

スポーツの指導者を目ざす人は、資格を取りに行かれる。その過程でお金がかか 

る。ここを支援することにより指導者が増え、子どもを支えることができるので 

はないか。 

 

公民館の施設整備について 

那岐地区公民館は避難場所になっている。消防上、自家発電や自動放送施設が必 

要。整備をお願いしたい。 

  



別紙３ 

平成３０年度議会報告会結果概要（土師地区） 

 

１ 日  時 平成３０年５月２５日（金） 

２ 出席議員 谷口、大藤、酒本、河村、中野 ５人 

３ 参加者数 １６人 

４ 概  要 

（１）質疑応答 

火葬場について 

意見 ・智頭町は単独で残ったのだから、町営の火葬場を運営すべき。 

・執行部の資料の金額だけが一人歩きしている。その金額は妥当か。住民 

アンケートをとらなければいけないのではないか。 

・火葬や葬儀に従事している人の思いをくむのも必要だが、その人の言う 

なりになるのはおかしい。慎重審議を重ねてほしい。 

・今後５年から１０年、火葬場を利用する人は変わらないと思う。しっか 

り利用人数をふまえ、何が大事なのかを議会は考えてほしい。 

・しっかり財政を検討してほしい。執行部も議会も点しか見ていない。火 

葬も福祉だ。 

・建設費の大半は起債であろう。財政状況を議会がふまえた中で、全体を 

見通し判断してほしい。町民は信頼している。地方創生どのようにかえ 

ていくのか、議会は指命がある。 

・残すことにより葬儀に携わる人の雇用を確保することもできる。子ども 

を増やし、働く場所を作ることを議員が率先して行ってほしい。 

 

問 火葬場についてはどうなっているのか 

答 仏教会と火葬を実際行っている方は、残して欲しいと言われている。執行部 

が若い PTA 関係者に話を聞くと、出てもいいと言われているらしい。感情的 

には残してほしいという方が多い。 

 

問 議会は残すという方向か。 

答 調査特別委員会を作り、調査研究をしている。 

 

問 現在の場所では改修が難しいということか。５年や１０年ではなく、２０年 

先を見て、町民が望むのかを判断してほしい。議会と執行部違う意見を出し 

てほしい。 

答 どちらで進んでもお金はいる。東部広域に加入したら、5,000円は火葬料が 

増える。その他２〜３万円費用がかかる。 

 

問 なぜ急に東部広域に出るということになったのか。 



答 執行部の説明では、火葬従事者の苦労と建物の老朽化が理由であった。 

 

問 従事している人のヒアリングだけでいいのか。 

答 他にもヒアリングを行っている。 

 

消防署の建て替えについて 

問 消防署の智頭出張所、用地の取得などどういった状況か。 

答 用地交渉中。 

 

図書館について 

問 図書館はどうなるのか。 

答 現在、設計者を全国公募している。平成３２年度には開館予定である。 

 

産業会館について 

問 産業会館はどうなるのか。 

答 森林組合は病院の裏に移転する。他の２団に関しては、移転先は決まってい 

  ない。 

 

ゴミ焼却場について 

問 ゴミ焼却場、あまり使っていないのに解体したのはなぜか。 

答 国が許可した。ダイオキシンの基準が変ったからだ。 

  

育みの郷構想について 

問 育みの郷構想が修正になった。執行部の思いと議会の思いを聞かせてほしい。 

答 育みの郷構想は、古民家を改修して、出産から産後まで行うという構想だ。 

医師の確保が難しい。執行部は施設改修費、備品購入費、運営費を予算計上 

してきた。議会は、医師が来ていない現状で、施設改修と備品購入は時期尚 

早ということで、その費用２５００万を削除するように申し入れた。 

 

問 育みの郷構想は、地方創生事業だ。国から予算をとってきている。最後まで 

するのであれば、議会が反対するのはおかしい。責任は持てるのか。予算を 

とってくるのは大変だ。 

答 本来なら２９年度予算であげてくるはずであったが、３月の補正で落として 

おき、今回上がってきた。 

 

その他 

意見 ・西粟倉村の若者４人と話をした。人口は 1,550 人で単独町制。子どもは 

増えている。何が魅力か聞いたところ、１つは、子守りをしてもらえる、 

子どもをあずかってもらえる、という返答だった。 



また、西粟倉村の自動販売機に、１００年の森林構想がペイントされて 

いた。９５％森林ということを表に出して誘客している。智頭も PR し 

てはどうか。 

・町側と議会側に相違があることに疑問が湧く。なんで突然・・・という 

感は否めない。 

・智頭の人口減少について、先細りの文章ばかりだ。地方創生で国も盛り 

上げている。議会人としていかに智頭に人口を増やすか、I ターン者に 

魅力を感じてもらうか。地域に根付いたことを推進し、環境づくりも考 

えていただきたい。 

 

問 議会報告会や一般質問を文章で伝えてもらえないか。 

答 この会場でも、いろんな方に来ていただいているが、今回の議会報告会は、 

各種団体に書面でご案内した。一般質問は各議員１人につき１０人に案内通 

知文を出している。 

 

（２）要望・提案 

川魚について 

災害が出て工事をしている。工事により川が濁っている。鮎がとれるか心配だ。 

この時期に工事を出すのではなく、冬に出すことも検討してほしい。 

 

渓流魚、鮎に関して予算化してもらいたい。 

 

集落排水の塩素の基準を満たしていたとしても、篠坂の終末処理場の所が塩素き 

つく、生きた魚をつけておくと死ぬ。処理水を再度処理することを検討してもら 

いたい。 

 

 


